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令和６年１１月２日（土）・３日（日）  

 

北里大学薬学部（研究総会，２日）  

 

環境省・国民公園協会  新宿御苑  

（エクスカーション，３日）  

 

 

 

主催：薬用植物栽培研究会  

 

 

 



プログラム  

 

令和６年１１月２日（土）  

北里大学白金キャンパス  

薬学部２号館 １階および２階  

 

1 0： 0 0～ 1 0： 1 5  

大会長    あい さつ  

伝統のいろとくすりとくさ  

○小林  義典（北里大学薬学部附属東洋医学総合研究所長、薬用植物園長、  

北里研究所病院漢方鍼灸治療センター薬剤部長）  

 

1 0： 1 5～ 1 0： 5 5  

御影雅幸会 長を偲 んで  

御影雅幸先生と薬用植物栽培研究会  

○水上  元（名古屋市立大学名誉教授、 薬用植物栽培研究会前会長）  

 

御影先生と「疎経活血湯」の思い出  

○柴田  敏郎（薬用植物栽培研究会副会長）  

 

“世界の「マオウ属植物」を学際的に調べ尽くす”  

○佐々木  陽平（金沢大学医薬保健研究域薬学系）  

 

御影先生が学生に与え続けた「本質」という言 葉  

○渥美  聡孝（九州医療科学大学  薬学部）  

 

11： 0 5～ 1 2： 0 5  

特別講演１  座長  小林  義典（北里大学・薬）  

人の健康と国の伝統文化を支えた薬用／染料植物『ムラサキ』の来し方  

○矢﨑  一史（京都大学名誉教授・同生存圏研究所特任教授）  

 

 

お昼休み（ 1 2： 0 5～ 1 3： 2 0）  

キャンパス周辺の食堂やコンビニをご利用いただけます  

 



総会（ 1 3： 2 0～ 1 3： 3 5）  

 

 

1 3： 3 5～ 1 4： 3 5  

一般講演＜ 口頭発 表＞  座長  芝野  真喜雄（大阪医科薬科大学 ・薬）  

O 1 ドイツ におけ る薬用植物 の品種 育成  

○五十嵐  元子 1、 Fr e d  E i c k m e y e r 2、 W ol f r am  J u ng ha n n s 3、 Fr ank  Ma r t h e 4  

（ 1 医薬健栄研・薬植セ、 2 ES K U SA G m bH、 3 Dr.  J u ng h a nn s  G m b H、 4 J u l i u s  

Kü h n - I n s t i t u t）  

 

O 2 肥料に 対する トウキ根の 生育反 応の解明  

○橋本  里菜 1、工藤  喜福 1、小幡  年弘 2、安藤  広和 1、佐々木  陽平 1  

（ 1 金沢大・薬、 2 ネブラスカ大学リンカーン校）  

 

O 3 マオウ 属植物 の外観形質 比較－ 年次間での 比較－  

○荒木  穣 1・倪  斯然 2・菱田  敦之 1 , 2・松嶋  賢一 1 , 2  

（ 1 東京農大院、 2 東京農大農）  

 

O 4 タジキ スタン 由来のマオ ウ属植 物の比較解 析  

○林  宏明 1、貞方  勇斗 1、中切  諒真 1、I n o y a t  F a t t ok ho v 2、Ma d i b r o n  S a id o v 2  

（ 1 立命館大・薬、 2 タジキスタン・森林狩猟庁）  

 

1 4： 4 5～ 1 5： 4 5  

一般講演＜ ポスタ ー発表 ＞  

薬学部２号館  １階学生食堂特設会場  

 

1 5： 5 5～ 1 6： 4 0  

特別講演２  座長  渥美  聡孝（九州医療科学大学・薬）  

生薬シコン の基礎 薬学研究 ～ TR PA1 チャネルに 対する 作用と品質 評価～  

○中森  俊輔（北里大学薬学部）  

 

1 6： 4 5～ 1 7： 3 0  

特別講演３  座長  林  茂樹（医薬基盤健栄研・薬用植物資源研究センター ）  

薬用作物の 国内生 産拡大の取 り組み  

○兀下  敏幸（薬用作物産地支援協議会）  



（ポスター掲示時間 1 0： 0 0～ 1 5： 5 0）  

一般講演＜ ポスタ ー発表＞  

示説時間  1 4： 4 5～ 1 5： 4 5  

 

P1  サラシナ ショ ウマ Ci m i c i f u ga  s i m p l e x の試 験栽培 １  

○草野  源次郎 1、斎藤  貢 1、村田  清志 2、芝野  真喜雄 3  

（ 1 蔵王試験圃場、 2 奥羽大学・薬、 3 大阪医薬大・薬）  

 

P 2  カラスビ シャ クの栽培研 究（そ の 2）育 苗箱を利 用した栽培 法の可 能性

について  

○尾崎  和男、芝野  真喜雄  

（大阪医科薬科大学  薬学部）  

 

P 3  ウラルカ ンゾ ウの竹筒栽 培法  ( 2 )  

○三宅  克典 1、大場  深蒼 1、西村  明駿 1、矢作  忠弘 2、野崎  香樹 3  

（ 1 東京薬大・薬、 2 日本大・薬、 3 武田薬品・京都薬用植物園）  

 

P 4  大阪医科 薬科 大学選抜ウ ラルカ ンゾウの高 知県に おける栽培 評価  

○末岡  昭宣 1、芝野  真喜雄 2、岩本  直久 1、川原  信夫 1  

（ 1 牧野植物園、 2 大阪医科薬科大・薬）  

 

P 5  スペイン カン ゾウ（ G l yc yr r h i z a  g l a br a  L .）選抜系 統のストロ ン苗に よ

る初期増殖 のため の工夫  

○芝野  真喜雄、堀江  翔、峰晴  萌恵、梶山  千穂、尾崎  和男、松田  昂樹  

（大阪医薬大・薬）  

 

P 6  積 雪 寒 冷 地 に お け る 肥 効 調 節 型 肥 料 を 用 い た ト ウ キ の マ ル チ 栽 培 技 術

の開発（第 2 報）  

○横井  直人 1、林  茂樹 2、五十嵐  元子 2、菱田  敦之 3  

（ 1 秋田農試、 2 医薬健栄研・薬植セ、 3 東京農大・農）  

 

P 7  ト ウ キ 栽 培 に お け る キ ア ゲ ハ 及 び ト ウ キ 斑 点 病 に 対 す る 薬 剤 の 防 除 効

果  

○田村  隆幸 1、東  一彦 1、川部  眞登 2  

（ 1 富山県薬総研、 2 富山県農総セ）  



P 8  薬用植物 での 菌根菌共生 による 生育促進及 び菌根 菌依存度差 異  

○水野  尚良 1、松原  陽一 2、亀谷  芳明 3  

（ 1 岐阜大院・自然科学技術研 、 2 岐阜大・応用生物科学 、 3 エーザイ（株））  

 

P 9  種子島産 イン ドジャボク 種子の 発芽調査（ 2） —種 子収穫適期 の検討 —  

○安食  菜穂子 1、林  茂樹 1、米田  行德 2、吉松  嘉代 1、河野  徳昭 1  

（ 1 医薬健栄研・薬植セ、 2 米田薬品）  

 

MP 1  北海 道北部地 域の林内に おける 土壌水分環 境が栽 培 1 年目ム ラサキ の

生育へ及ぼ す影響  

○林  茂樹 1、栃本  久美子 2、山本  豊 2、河野  徳昭 1  

（ 1 医薬健栄研・薬植セ、 2（株）栃本天海堂）  

 

MP 2  青森県十 和 田市におけ るムラ サキの栽培  

○馬場  光久 1、中野  沙貴 1、寺島  陸 1、橋本  亮 1、光實  健洋 1、  

画星  春香 2、辻村  実希 2、石川  寛 2、古平  栄一 2  

（ 1 北里大・獣医、 2 北里大・薬）  

 

MP 3  ムラサキ の 効率的苗生 産に向 けた発芽処 理方法 の検討  

○安藤  匡哉 1、渥美  聡孝 2、野崎  香樹 1  

（ 1 武田薬品・京都薬用植物園、 2 九州 医療科学大・薬）  

 

MP 4  宮崎県延 岡 市における ムラサ キのハウス 栽培と シコン生産 の現状  

○渥美  聡孝 1、安藤  匡哉 2、野崎  香樹 1  

（ 1 九州医療科学大・薬、 2 武田薬品  京都薬用植物園）  

 

 

懇親会（ 1 8： 0 0〜 1 9： 3 0）  

北里大学白金キャンパス  薬学部 2 号館 1 階  学生食堂  

 

 

 

 

 

 



令和６年１１月３日（日）  エクスカーション  

エクスカーション（現地集合）  

環境省・一般財団法人国民公園協会  新宿御苑  

〒 16 0 - 0 0 14  東京都新宿区内藤町 11  番地  

アクセス： h t t ps : / / f ng . o r. j p / s h in j uk u / a c c es s /  

 

9： 3 0  新宿御苑  新宿門集合  

団体で入園し、新宿御苑管理事務所まで移動してから手荷物等を預かってい

ただき、複数班に分かれて 3 時間のご案内をいただきます（ 9 : 3 0～ 1 2 : 3 0） 

（見学内容）  

絶滅危惧種や原種ランコレクションを中心としたバックヤードツアー  

菊花壇展ツアー  

1 2： 0 0  解散予定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


